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はじめに

　ただ今 ご紹介 いただ きました綜研化 学の現

在会長をやってお ります 中島 と申 します。会

長 になって2年 にな りま した。17年 ほ ど社

長 をやっていま して、ち ょっと時間が とれて

ほっとした途端 に、池島先生 に目をつけ られ

「8月 は 時間が 空い てい るだ ろ う」 と言わ

れ、ここに引っ張 りだされることにな りまし

た。今 日は、中国とのビジネスの中で経験 し

たお話をさせてい ただ き、何かのご参 考にな

れば幸 いだと思 ってお ります。

　初めに当社 のことを、 それか ら中国に事業

展開 を始 めたのは1990年 代 に入ってか らな

のですが、それまでのいろいろな蓄積 が事業

展開に役 に立っていること、現在4つ の会社

が中国にあ りますので、 当社に とって夫 々を

実験 として取組んだ状況の紹介 をし、そんな

ことを踏 まえて中国展開 をして きた中で学ん

だ こと、それか ら、我 々はこれからどのよう

に してい った らいいのか、そんなことをお話

しできれば と思っています。

当社の紹介

　 当社 はこんな ヒス トリー です。1948年 と

い うの は日本が戦争に負 け、復興 しなければ

いけない とい う時、 「小 な りと言 えども、技

術 開発で もって社会の復興に役 に立 とう」 と

い う気持 ちで8人 ほ どの人間が集 まって始

まった会社 です。ち ょっとした志 を持 った会

社 だと思います。会社の体を成 して きたのは

それか ら しば らく経 って50年 代、 この辺 で

会社の名前が株式会社綜 合化工研究所か ら綜

研化学株式会社にな りましたが、その問に技

術 開発 をした成果がその後我が社の仕事の大

きな柱 にな ります。熱媒体油 の国産化技術の

開発ですが、 これが会社 の初期の コアになり

ま した。商売 を通 していろいろな技術開発を

行 な うことに より、事業 も大 き くな りまし

た。1982年 に私は この会社 に入 りま した。

1991年 か ら99年 ぐらい までの間に中国に事

業 をどん どん広 げていった、その辺のことを

後でお話 します。

　 当社 は現在、ジャスダ ックに株式L場 をし

てお ります。現在従業員 は連結では中国の会

社や、国内の生産会社 な どを含 め800人 ぐら

いにな ります。単体 では200人 ち ょっ とで

す。主 な事業 は、粘着剤 が売上の 中で50～

60%と 半分以上 を占めてお ります。粘着剤

とい うのは皆さんパソコンの画面な どを見て

いただ くと、LCDと いって液晶のフ ィルム

があ りますね。 こういうものを貼 り合せ る と

ころに使われていて、生産が大変忙 しい状況

にあ ります。微粒子 は全体 の売上高の10%

弱、それか ら電子情報系で使われる特殊な樹

脂 とか、あるいはテープな どと化学品 という

分野で仕事を しています。それか ら、 このよ

うな化学品を作 るうえで必要な機械装置を設

計する技術、これをもともとは社 内用に使 っ

てお りましたが、この技術 をよそにも提供 し

ようというこ とで、全体 の中の20%弱 ぐら

いはその ような化学装置を作るプラン トエ ン

ジニアリング事業をしてお ります。

　現在本社が東京に、埼 玉県の狭 山市 と静 岡

県 の御前崎市 と2カ 所 に生産会社 があ りま

す。中国 に4カ 所、 シ ンガポー ルに販 売拠

点、タイに今建設中の会社があ ります。売上

高 は、例 の経済危機で もって2009年 の とき

は下が りま したが、少 しずつ回復 してい ま

す。

会社の発展の歴史から

　 日本 の経 済 を振 り返 って みた とき に、

1970～1980年 代 にかけては高度成長期の中、

経 済は活発 で したか ら、仕 事は大体普通 に

やっていけば順調 に伸びるという状 況が どこ

で も続 いてい ま した。 ところが80年 代 の半

ば過 ぎか ら、だん だん頭打 ちになって きま

す。このことはわが社 にとっても同 じで、そ

れ まで年間売 ヒ高で大体100億 円 ぐらい まで

は順調 に伸びて きました。ですが、その辺か

らだんだん高成長 を続 け難 くな って きま し

た。これ は企業経営上大変困った ことで、今

みたいに成熟期 になる と、あま り売上が伸び

な くても皆さん不満はないのか もしれないの

ですが、高度 成長期 の ち ょっ と先 とい うの

は、 まだ どんどん伸 びるとみんな思っている

わけです。 ですか ら、給料 は増 えるはず だ

し、ポ ジションもどん どん増 える。数年 たっ

た ら皆、課長 にな り、部長 になってい くと思

い込んでいたわけです。すべての企業は成長

して大 きくなっていかなければいけないと思

い込んでいました。今はちょっ と価値観が変

わったか もしれ ませ んが、我 々はこの100億

円の ところで頭打 ちになっている形を何 とか

打破 していきたい、それにはどうすればいい

か とい うことを悩んだのです。それで幾つか

新たな取 り組みにチ ャレンジしてみま した。

　 これか ら化学装置は どん な形 になってい く

のだろうか と考 えた ら、細かい精密な成分に

分けてい くというビジネスがあ りそうだ。そ

れ には、液体クロマ トグラフィー という技術

があって、 これを使 うと例えば医薬品を作 る

過程で精製分離するような ことに大変役 に立

つ。ち ょうどこの時期 はバイオ、バイオ と世

の中で言 われていた頃なので、そ うい う技術

を新規事 業に しよう とか、真球状 で粒経 の

揃った微粉体 を作ることを新 しいビジネスに

しようとか、有機合成的なことで新 しい材料

を開発す ることな どと、三つ ぐらいの新規事

業のテーマに取 り組み ました。

　それ まで資本金 は1億 円だったのです。

100億 円の 売上 までは きま した けれ ども、

もっと会社 を大 きくしてい くためにはある程
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度の資本金 を持 っていないとや りに くい。そ

こで 「株式公開」 をかな り議論 しま した。 ま

た、この時点では生産拠点 は唯一埼玉県の狭

山市の工場だけで した。そう します と、工場

が大 きくなってい くのに限界があ ります し、

お客さんか らす ると拠点が一つ しか ないこ と

は凄 くリスキーです。何 かあったときに供給

が途絶 えて しまう。そのままに してお くわけ

にはい かないか ら、 もう一つ工場 をつ くろ

う。それは当然事業 として も拡大 してい くこ

とにつながると場所探 しをして、静岡県で浜

岡原発のす ぐ隣 に第2の 工場 を作 ることに し

ました。この頃、中国が だんだん力 をつけつ

つあ り、将来大 き くなってい くこ とを考 え

て、中国で事業がで きたら良いなといろいろ

と考え出 しました。

　80年 代 にプ ラン ト装置 の輸 出をや ってい

ま したが、インキ用樹脂、塗料用樹脂、 ある

いは繊維原料 を作 るプラン トの中で使 われる

加熱用媒体油 とそれを加熱す るヒー ターを、

システム として組 み合わせた設備を中国各地

に80年 代か ら90年 にかけて全 部で30件 ぐら

い納入 しました。この頃、中国の印刷物の臭

いがだんだん しな くなったのは、このような

設備改 善 によってイ ンキが どん どん良 くな

り、色 も綺麗 になったのです。中国の北 はハ

ルビンか ら、大連、溶陽、西 も重慶 とか、南

は広州 と各地の工場 に納入 しました。その間

の経験 か ら中国各 地の状況 がだんだ ん とわ

かって きました。

中国展開の背景

　 当社 は技術で もって世の中の役に立 とうと

いうことを最初にお話 ししま した。 日本には

化学工学会 とい う学会があ ります。この化学

工学 という学問はサ イエ ンスの化学(ケ ミス

トリー)を 技術 に仕上げてもの を作 るところ

までに必要な工学 、エ ンジニ アリングです。

化学者 がフラスコによって新 しいものや作 り

方 を発 見 しますが、それを装置 を使 って工業

的に使 える形 にす るには、 も う一つ別 な工

学 ・技術が必要なのです。それが化学工学と

いう大事 な学問 ・技術なのです。その分野で

学校の先生方 とも繋が りがあ りました。 この

学 問は中国で も必 要で、80年 代 の初めの頃

から日本 と中国の化学工学の学会が交流を し

てお り、それ に一緒 にな って行 ってい たの

で、あち らの技術者の方たちともお付 き合い

が多 くできました。

　それか らもう一つ ラッキーだったことは、

長いこと中国 に行っていて、戦後 も中国政府

か ら中国の中で働 き続けて欲 しい と残 って模

範労働者と して表彰 されていた方が我が社に

いたことが後に中国の ビジネス を始め るとき

に大変助か りました。こんなことが我々は意

図 しなかった けれ ども背景 と してあ りま し

た。

　 い よいよ中国で仕事 を しようと思ったとき

に、我 々は中国をもっとよく知 らなければい

けないと考え、 中国か らたくさんの留学生が

日本に国費で来 られていた頃で、皆 さんお困

りになっていたので、社員が適当に保証人に

なった りお世話 をしなが ら、会社へ留学生に

来てもらって話 をすると、中国の人はこんな

ことを考 えてい るのだとか、学生さんはこん

なに素晴 らしい夢を持ちなが ら留学に来てい

るのだな とい うことを、我が社の社員 も直に

肌 に触れてわかることができました。それか

ら、もちろん既に中国で仕事 をされている方

たちがあ りましたので、手分けを して中国の

話 といったら全部聞いてこい と、聞き集めて

きました。

　 当社に とって中国へ の進出はひとつひ とつ

が まさに実験の対象 であ りました。

第1号 の中国進出

　そんな中で寧波綜研化学が第1号 で始 まっ

たケースです。1994年 に設立 ですが、始 ま

りは92年 に技術 交流 をして いた相手 の中国

化工学会 の技術者の方が、世界 を調査 をされ

て、 どうい うビジネ スが これか らの中国に

とって必要かを調べ られていたのです。その

中の一つ に自動車工業が将来中国で も重要に

なる と既 に90年 の頃 に思 われていて、当社

の工場 をご覧になったときに粘着剤を見て、

これの用途に粘着テー プがあ り自動車工業の

中で結構使われていることから、粘着 テープ

を作る工場を中国につ くったらどうか と誘わ

れたのです。

　当社事業の説明を した中に加工製品があ り

ましたが、当社はその時点では まだ粘着剤 が

主力であ って、粘着剤 をテープに塗って粘着

テープにするとい うのはまだビジネスにして

い ませんで した。仕事を拡大するにはテープ

にすることは大変魅力的なことだ と思 えてい

たのですが、 日本の社会では粘着剤屋がテー

プ屋 さんの領域に入る ようなことはなかなか

許 してくれないのです。なかなかそこの仕事

ができないでいたところに、中国でやる話が

出て きた ので、 この話 に乗 るこ とに しまし

た。ですから、中国側 の誘い と当社側の思い

が ちょうどここでぴった り合った。何か しな

ければいけない と調べ ていた ようなことも役

に立 って、 この会社 をつ くろ う とい う話 に

なっていったのです。

　 この時期には中国の体制は、 日本か らはよ

くわか りませ んで した。皆 さんのいろいろな

話を聞いて も断片的で、 ここではこうやって

うま くいった、あそこではこうだった という

のがいろいろあって、何 が本 当なのかよ くわ

か らない という状況で した。本当は自分 たち

の会社 として100%の 出資 でもって経営する

のがいいので しょうけれ ども、 自信が なかっ

たこともあ り、半分ずつ仕事の責任 を持 った

ほうがいいだろ うと考えテー プにする技術は

我 々が提供する。その代 わ り、それを販売す

ることと土地関係 は中国側で もって くだ さい

と。 もちろんそこで働 く人、労務関係 も中国

側で もって ください ということで、半分ずつ

の責任 分担でや るこ とに しま した。パー ト

ナーが良 かったのです。CITICと い う大変

理屈 のわかっている相手で した。多 くの失敗

した例 とい うのは、理屈な く主張 を通されて

困ったとい うことをよ くお聞 きしたのです。

さすが世界 で仕事を している会社 なので、理

屈で説明するとわかって くださったので、い

ろいろなところで紆余曲折 、苦労 はあ りまし

た けれ ども、創立後15周 年 を迎 え、現 在に

到ってい ます。

第2、 第3の 中国進出

　寧波の話が出たす ぐ後に今度 は東北地方遼

寧省 にある遼河油 田か ら、新 しく事業 をどん

どん開発 してい きたい。ファインケ ミカルで

何かや りたいのだ とい う話があったのです。

これ も中国化工学会の技術者か らの紹介で し

た。熱媒体 を作 るには石油原料 が必要 なの

で、 こういうところが原料 に関 して供給する

力があるならば、熱媒体 は中国で今後必要に

なるはず とい うことで、ここと合弁事業 をや

ろうと決めました。ただ、相手は油 田で国そ

のものです。お役人さん相手に仕事 をす るこ

とになったのです。

　 これ も初め は50-50で や っ てい たのです

が、最近 中国側 の都合 もあ って、 中国側 を

55%に してあ ります。

　そんなところに、今度 は熱媒体 を加熱する

ボ イラーが中国で も必要 だ ろう とな りま し

た。1980年 頃に韓 国に技術 供与 を した経 験

があって、かな り苦労 しなが らも我々のデザ
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インによる生産がで きるようになっていま し

た。ですか ら、同様 な形で中国でも生産 して

もらえるな らいいな と候補 を捜 してい まし

た。幾つかある中で常州市 に似たようなボイ

ラー を作 っている会社があると言われて見 に

行ってみ た ら、なかなかそれ な りの もの を

作 っているのです。その時点では国営の工場

で した。そこの工場長が独立 して地方都市の

鎮 と個人 とが出資 した、いわゆる郷鎮 企業が

当社の技術 を手に入れて仕事 をしたい という

ので、 ライセ ンス供与である合作契約 をしま

した。我 々の思いは既設の工場を、技術 を指

導す ることによって中国でもi-iF[lflの良いボイ

ラーカ詳乍れるようにレベルが上が り、で きた

製品 を日本 に持って来ればコス ト競争 力もあ

ると期待 を したのですが、日本の法律 が制約

とな りました。 日本で検査 をしない と使 って

はいけないとい う。向 こうで検査 をしても、

日本へ持 って きてもう1回 検査を しなければ

いけ ない。そんなことをやっていては とても

じゃないけれ どもコス トが合い ませんので、

日本 へ持 って くる ことは結果 的に諦 め まし

た。 日本の会社 が東南アジアに進出するとき

に使 っていただ く時は、 日本の法律は関係 な

いので東南 アジア向に ここでボイラーを作 っ

て提 供するとい うことはできましたが、なか

なか技術 レベルを上げることは容易ではない

経験 を沢 山しました。 よく言われますが、同

業 と組んではうまくいかない というのをつ く

づ く感 じたものです。 この種のボイラーは中

国で もそれまで結構使われていたのですが、

当社のボイラーの燃料は重油です。中国では

石炭 を燃料 にします。そこだけが違 うので、

ほかの配管や コイル を作 るところの技術 はほ

とん ど同 じです。ここの品質 を上げて欲 しい

のですが、彼 らには 自信があ ります。「これ

で中国の中では売れています よ」と。なぜ 日

本か らのそんな難 しい ことを言われなければ

いけ ないのか、その結果中国で高 く売れるの

な らい いけれ ども、中国 のお客 さん は 「い

や、従来のでか まわないと言 うのです よ」と

いうわけで、なかなか技術 レベルを上げるこ

とは難 しかったのです。もともとボイ ラーを

作 っていたところですか ら、加熱管を コイル

状 に繋いで溶接 するところはきちん とやれる

のです。ところがそれ を大 きなケー シングに

納め るのですが、外部の溶 接線はガタガタな

のです。 日本のお客 さんは絶対そんな ことは

許 しませ ん。外側であろうと綺麗にしろ と。

それか ら溶接の飛散跡が残 っていた ら 「とん
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でもない。 きれいに除去 しろ」 とか 「サポー

トの ところも綺麗 になっていなければいけな

い」 というような注文がいっぱい出るわけで

す。彼 らにしてみると、大事 な ところは加熱

管 の コイル で、そ こは しっか り作 るのだか

ら、なぜ それ以外の どうでも良いところを綺

麗 にしなければいけないのだ という反論 が出

て きます。結果的 には 日本のお客 さん向け

と、中 国国内向 け との2本 建て とい う形が

残 って しまったのですが、中国にとって、 日

本のお客 さんがいろいろ注文をつけ、綺麗な

品質の高い製品づ くりを学んだことは、 これ

から輸 出をしてい くときにかな り有効 になる

のではないか と思い ます。従 来は中国内の標

準で済 んだのですが、中国の外 にものを出す

ときには、やは り世界標準にな ります。 日本

はちょっと過剰 品質 と世 の中で言われてい ま

すけれ ども、良いものは良いのだという世の

中になって くる と思いますので、そのことを

身に付 けた ことはいず れ役 に立つ だろ うと

思っています。

独資での中国進出

　 こんなことを幾つか経,験したあ とに、いよ

いよ独 資で工場 を造ろ うとい うとこになりま

した。これは利益の配分 に問題が起 らず、何

か決めたいときには速やかに行動に移れ るな

どの利点があ ります。 しか し、 日本視点では

見えないところもた くさんあ りますので、本

当に独 資がいいのか どうか、良い独資のあ り

方 をもう少 し勉強 しなければいけないか とは

思います。

　蘇州 にシンガポール との合弁の ユ業 園区が

あ ります。かな り理想的 な工業園区で、街並
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み も綺麗 です し、インフラも完壁 に整ってい

ます。驚 いたのはその管理委員会の方たちが

日本企業誘致で来 られ、全員 日本語がぺ らぺ

らなのです。中国各地で通訳や 日本語の堪能

な方は もちろんい らっしゃるけれども、全員

日本語 がとて も ヒ手で、びっ くりした ら 「い

や 日本 チーム というのがあるんです よ。韓国

チーム もあ ります よ」 という。 もちろん欧米

向けの英語チームもある とい うことで、そう

い う体制 をつ くっているところは、なるほど

なと感 巳・し、管理委員会とい う名前 とはだい

ぶ違うので、サービス委員会に したほうがい

いのではないか とい う感 じで、ここに決め ま

した。 ここの話 は昨年、当社 の八木総経理が

AIBS学 会の上海セ ミナーでお話を したのだ

と思います。いろいろな形でこの蘇州の工場

は、我が社のコアとなって、これか ら大 きく

してい くことになるか と思い ます。

実験として取組んだ中で

寧波の経験

　 次に以上の実験の中か ら学 んだことをご紹

介 します。

　寧波 というと皆さん、あのお寺のある所 だ

とか、 日本に仏教が伝わって きた出発点だか

ら良い場所 だろうと思 われるのですが、当社

の立地 した寧波の土地 は、初 めて行った頃に

はこんな渡 し船で渡るようなところだったの

です。離れ小島で した。先程詳細 は省略 しま

したが、中国側か らのお誘いは天津で とのこ

とから話が始 まったのですが、その方がこの

島の開発 に転勤になった ことか ら、この島で

始 めることになったのです(写 真1)。 その

ときは こんな渡 し船で渡るような ところで し

.几・,下 き

、燃熱 嚇
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写真1　 寧波綜研 での経験
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たが、途中で仮 の橋ができ、将来図の通 りに

予定 どお り開発 され、この とお りの工場建設

を進 めたのです。中 国の5年 計画、10年 計

画 というのは立派な ものだ なとこの ときに思

い ました。「将来 に向 けて とんで もない絵計

画を描いているけれ ども、で きるわけない よ

ね」 と思っていましたが、今は何の不 自由 も

なく自動車道路、高速道路でぽっと気 がつい

た ら工場 まで行 って しまうという場所 に立地

しています。 しか し、その陰には従来からの

住民 との間での摩擦 が残 っていました。

　 この写真(写 真2)は 、工場事務所 の階段

を上がっていったところの正面にあるのです

が、従業員の顔 を全部並べて、我が社の社員

はみんなで力を合わせ てこの会社 をやってい

くのだ とい うことを、中国人の総経理のアイ

デアで示 しています。できるだけ日本のいろ

いろな良さを中国の工場で も何 とか生かせな

いか、従業員 もやって もらえるようにできな

いか とい うことで、工 夫 してい ます。5S

運動に も取組んでいて廃棄物はちゃん と分別

し、各チー ムが どのような職場活動 をやって

いるのか、工場入 り口を入 ったす ぐの ところ

に看板があ り、見えるようになってい ます。

この寧波でや っている活動 を蘇州のコ揚 や盤

錦の工場 でも見習っていて、3社 が競争的に

自分の ところはこんなことをやっていると発

表 し合っています。 これがこの ような活動の

ためには有効 なのか と思います。最近、杭州

湾を渡る大 きな橋が高速道路 としてできまし

たが、そ こに看板 を作 ろ うとい うわけで、

「こんなの、で きましたよ」 と言って きま し

た。 どん どん提案 し実行 して行 きます し、寧

波の会社の看板だけではな くて、その裏側 は

綜研化学の集 団の一員 だとの意識で作 られて

います。(写真3)

盤錦での設備向上の経験

盤錦の熱媒体を作っている工場の建設のこ

顧 諏願厨『

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コミ　 へ　で

轟　 　 　 　糊凝 暮 レ・
　 「麟

瀦馨 叢灘融
とですが、中国で工場 をつ くるときにはあま

り中国製の器材 を信用 して はいけない、大事

な部分は 日本か ら持 ってきなさいと言われ ま

した。今 日のお話 しの演題 に私は 「実験」 と

いう言葉を使 ってい ますが、せっか くやるの

な ら中国で一体 どの辺 まで 「使えない、使 え

ない」 と言っている ものが使えないのか確か

めてみ ようと、 この工場 をつ くるときにはで

きるだけ 日本製品を持 ってい くなと、Ph則 器

などどうしてもない ところだけは除いて、ほ

とんどの材料 は中国製 品を使って建設 した。

確か に案の定、バルブは止 まりません。それ

か らガスケ ットは漏 れます。 ここで勉強 した

ことはそ ういう材料 を中国の人たちは どう使

いこなすのか とい うこ となのです。 ダメだ と

言ったらそれ きりなのですが、漏れ るバ ルブ

をどう使ってい るのか 、止 まらないパ ッキン

をどう使ってい るのかが判 りました。ダメに

なったら取 りか えればいい じゃないか。高い

もの を買 うよ りも10回 取 り換 えて もいいの

だというや り方 をしているのです。その中か

らその工場な りにいろいろな工夫をして、初

めはいろいろと問題が あるけれ ども、工場の

中で使い こなす とい うことを結構や るのだな

とい うことに気がついた。今年 の春、できて

か らち ょうど14年 ぐらい経つ のですけれ ど

も、ここの生産能力を倍増することにな りま

したが、当然、中国製 品で全部まか なえまし

た。 格段の進歩 で した。14年 前 とは大違い

です 。いろいろな材料 がよ くなってい ます。

この辺の ところに中国の技術力の進歩 を実感

したのです。

　ここでち ょっとメ ンテナンスについての考

え方 について触れ ます 。 日本では化学工場の

メンテナンスは、工場 をいかに止めないか、

そのために前 もって トラブルが起 こらないよ

うにいろいろな こ とを事前 に調 べてお きま

す。そ して危 なそ うだったら、定期修理時 に

直す というのが主流です。 しか し、中国では

写真3

漏れた ら部品 を交換す る為に設備 を1ヒめ、修

理をする とい うメンテナ ンスを してい ます。

す ぐに工場が止 まって しまうので大変で した

がで きるだけ工場 を止めないように していこ

うと変って来ています。近年 、設備 も部品も

だんだん良 くなってきました。 そうするど1二

場 を止め る頻度 が少 しず つ少 な くなって き

て、長い時間運転 できるようになって くると

欲が出るものです。 もっと止 めないでやろう

と。そ うす るとメ ンテナ ンスというのは修理

をす るのではな く、事前に保全 をすることを

メンテナンス というのだな というのがだんだ

んわかってきて、今、蘇州では意識が大 き く

変わってきています。

　 これは常州のボイラー工場 の代表者で、 も

う74歳 ですがオ リンピ ックの聖火 ラ ンナー

になったぞと威張 っています。 その ぐらい体

力には 自信があるのですが、工場の品質を上

げることに関 してはい まいち精神主義でや っ

てい るので、なかなか上手 くいきません。:L二

場 によっては、体 質を変え先 ほどの ような日

本品質に してい くのはなかなか難 しいのかな

と思い ます。

　一方、蘇州の工場で はみんな仲良 く力を合

わせ て仕事 を しようとい うので社 員旅行 を

やった り、忘年会をや った りしなが ら、我 々

は会社の一員だ という気になってもらうため

に総経理は努力 し、成果を上げてい ます。

まとめ

　 中国では結局今でも同 じですが、場所、時

期、相手で全然事情が違 う。 どう しても 「中

国では」 とい う話になって しまいますが、そ

んなことはとて も言えません。いろいろなお

話を していますが、何か しらのヒ ン トにして

頂ければ と思い ます。

　 日本人 は うま くいか ない こ との心配 を し

て、いろいろなことを考えて しまうので第一

歩が なかなか 出ない。 まずやってみ なければ
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わか らない じゃないか ということを中国の人

か ら勉強 しました。 日本人の慎重 さは中国の

ものの考 え方、 中国の人の動 きのリズムに合

わない。中国の入はどん どん、やって しまい

ますね。そ この ところは、 これから我 々が学

ばなけれ ばいけないのではないかなと思 って

い ます。

　 それか ら議論 している寸法が違 うのです。

やは り家の大 きさも違います。 日本の成長時

代 は6畳 問で頑張 ってやっていたという、そ

の寸法で物事を考 えて しまいがちです。設備

投 資 をする と きの議 論が全然違 うのです。

我 々も日本のスケールの3倍 ぐらいを考 える

のですが、中 国側 か らは10倍 ぐらい のこ と

を言 われ るのです。 ここの ところの意識の違

いをよ く考えておかないといけない。

　一方で は、 日本の考え方をで きるだけ中国

に も移せ る といい な と思 ってや ってい ます

が、口で言って もだめです。書 いたもので伝

え ようと思っても難 しい。肌で感 じて もらう

しかない。我 々多 くの 日本人技術者が中国の

工場 に行 くわけです。そこでいろいろなこと

を伝 えた くて言 います けれ ども、その ような

こ とだけでは仲 々伝 わ らない。やは り来ても

らって こっちの工場で 「ああ、そうか、こん

なことを言っていたのか」 と感 じてもらうの

が良い。「綺麗 」だ とか、「きちんと」 という

言葉の表 してい ることの中身が全然違 う。そ

のために これは体験 してやっていただ くこと

が大事なのではないか。 これを我 々が中国で

仕事 をする中でのプログラムに織 り込んで、

体 験をどう入れていこうか。現地の技術者や

管 理者の育成 が差 し当たっ て必要 なのです

が、 日本か らもちろん行 きます けれ ども、必

ず研修生に来ていただ く。技術者や管理者 と

いうレベルでの実体験 だけでな く、オペ レー

タ、実際の作業 をやる人 に知って もらわない

といけない。オペ レー タレベルでの体験 をし

てもらう工夫が必要です。

　次は難 しいテーマですが、品質管理や開発

もそろそ ろ中国でや って もらうため にどう

や って身 に付 けて も らお うか とい うことで

す。ただ、 こういうところに苦労す ることに

よって、 こち ら側 も向こ うの人か らいろいろ

なことを学ぶことがで きます。ですか ら、研

修を受 け入れるとい うこ ともこち らの人材育

成のために役 に立つのだとい うことです。た

だ、これか ら中国はます ます変わってい きま

す。それに対 して今ご紹介 した幾つかの会社

が どの ように対応 していけるだろうか。 日本

の本社の機 能が各社 に対 して、どんな立場で

あるのがいいのだろうか。また、その各社の

人材育成 と日本側の人材育成 と、 これが追い

つ くか、間に合 うかどうか ということが今、

とても気になっています。中国でいろいろな

経験 をしたことが、 この暮れに出来上が るで

あろ うタイの工場 に どの よ うに反映で きる

か。 タイの工場 の運転指導は中国の寧波の技

術者がす ることになっています。 これ はどう

いう形でうまくい くか というのは楽 しみで も

あるのですが、気 になることです。

　以上で私の話 は終わ らせていただきます。

どうもあ りが とうございました。
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